
 

 

 

朝日中通心 
生徒数 （令和２．11．24現在） 総数 292名 

１年 93 名  ２年 109 名  ３年 90 名 

令 和 ２ 年 ３ 月 2 5 日 
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感
謝 

校
長 

夏
迫 

満
弘 

 

三
月
十
六
日
に
、
多
数
の
保
護
者
の
皆
様
の
御
臨
席
の

も
と
で
第
七
十
三
回
卒
業
式
を
実
施
し
、
九
十
名
の
三
年

生
が
朝
日
中
学
校
を
無
事
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。
昨
年

の
春
先
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
日
本
中
に

拡
大
し
始
め
、
こ
の
一
年
間
は
そ
の
影
響
で
、
校
外
で
の

各
種
大
会
や
学
校
行
事
等
が
中
止
さ
れ
る
と
い
っ
た
残
念

な
状
況
に
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
ん
な
中
で
も
、
三
年
生
を

は
じ
め
と
す
る
朝
日
中
学
校
の
皆
さ
ん
は
、
持
ち
前
の
明

る
さ
と
元
気
で
一
日
一
日
を
有
意
義
に
過
ご
し
て
く
れ
ま

し
た
。
教
職
員
の
我
々
も
皆
さ
ん
の
そ
の
前
向
き
な
姿
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
今
日
ま
で
や
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
に
は
、
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

先
日
の
最
後
の
生
徒
朝
会
で
は
、
一
、
二
年
生
だ
け
の

姿
を
見
て
、
さ
す
が
に
三
年
生
が
い
な
い
こ
と
へ
の
寂
し

さ
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
四
月
に
な
る
と
新
一
年
生

が
入
学
し
、
ま
た
新
た
な
朝
日
中
学
校
の
歴
史
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。 

こ
う
し
て
新
入
生
の
入
学
は
、
学
校
生
活
の
全
て
に
色

々
な
影
響
を
与
え
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
一
、
二
年
生

の
皆
さ
ん
が
、
先
輩
と
し
て
の
自
覚
を
今
以
上
に
高
め
る

こ
と
も
そ
の
一
つ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
経
験
者

と
は
言
え
、
先
が
見
え
な
い
こ
と
へ
の
不
安
は
誰
に
も
つ

い
て
き
ま
す
。
そ
れ
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
先
輩
と
し
て
の

色
々
な
経
験
を
基
に
、
新
一
年
生
の
不
安
が
少
し
で
も
軽

減
さ
れ
る
よ
う
丁
寧
に
導
い
て
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
頼

み
ま
す
。 

私
も
、
こ
の
一
年
間
を
振
り
返
り
な
が
ら
来
年
度
へ
の

思
い
を
は
せ
、
ま
た
皆
さ
ん
と
共
に
楽
し
く
、
明
る
く
過

ご
し
た
い
と
強
く
願
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
保
護
者
の
皆

様
方
に
は
、
多
く
の
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
来
年
度
も
全
職
員
一
丸
と
な
り
、

一
生
懸
命
が
ん
ば
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
か
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

 

 

第
七
十
三
回
卒
業
式
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
来
賓
の
参
加
や
卒
業
合
唱
を
縮

小
、
中
止
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
思

い
の
こ
も
っ
た
式
と
な
り
ま
し
た
。 

式
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役

員
に
よ
る
修
繕
作
業
や
朝
日
校
区
青
少

年
健
全
育
成
連
絡
協
議
会
か
ら
花
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
な
ど
が
あ
り
、
す
ば
ら
し
い

環
境
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
在
校
生
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

や
三
年
生
の
作
品
が
掲
示
さ
れ
、
思
い

出
深
い
会
場
に
整
え
ら
れ
ま
し
た
。 

期
待
を
込
め
ら
れ
た
校
長
の
式
辞
、

温
か
い
教
育
委
員
会
の
告
示
、
思
い
の

つ
ま
っ
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の
祝
辞
、
印
象

に
残
る
生
徒
会
長
の
送
辞
、
卒
業
生

は
、
緊
張
し
て
は
い
ま
し
た
が
、
祝
福

の
言
葉
を
噛
み
し
め
て
い
る
様
子
で
し

た
。
そ
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
残
念
な
こ

と
も
あ
っ
た
が
学
ぶ
こ
と
の
多
い
最
後

の
年
だ
っ
た
と
す
る
答
辞
も
印
象
的
で

し
た
。
保
護
者
代
表
の
謝
辞
で
紹
介
さ

れ
た
生
徒
の
行
動
は
、
来
年
度
も
在
校

生
に
受
け
継
が
れ
る
と
思
い
ま
す
、 

  

温
か
い
思
い
出
と
と
も
に
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
の
旅
立
ち 

 

 

自
分
の
生
き
方
を
求
め
、
今
を
大
切
に

す
る
朝
日
中
生
と
し
て
活
躍
し
た
先
輩
方

を
道
標
と
し
、
琢
磨
の
精
神
を
追
及
し
て

新
年
度
に
向
け
た
準
備
を
し
っ
か
り
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

自 主 

創 造 

規 律 

琢 磨 
自分の生き方を求め 今を大切にする

朝日中生を育成する 



御意見ありがとうございました。来年度も朝日中学校をよろしくお願いします。 

確実な力に 

鹿児島学習定着度調査の結果が，総合的に向上

しました。平成 29年度からの通過率は右表のと

おりです。平均の通過率は，１年生 74.04，２年

生が 70.26で，目標としていた 7割を超えるもの

になりました。なかでもすばらしい点がありま

す。これまで，学力向上に係る各種調査において

は，学年が上がるにつれて学力が下がる傾向が強

くみられていました。しかしながら，今年の２年

生は，昨年度総合平均 68.3から今年度総合平均

点 70.26へと向上しています。先生方，生徒の努

力の結果だと嬉しく思います。 

春休みに入ります。良いスタートを目指し，休

業中の学習に取り組んでいきましょう。 

年度毎の鹿児島学習定着度調査及び県平均 

学年 年度 国語 社会 数学 理科 英語 平均 

１年 

Ｈ29 58.6 49.2 70.5 54.6 57.2 58.1 

Ｈ30 79.6 64.9 71.3 64.8 67.9 69.7 

Ｒ１ 80.7 65.1 67.8 64.8 63.1 68.3 

Ｒ２ 80.6 74.0 81.3 71.4 62.9 74.04 
県平均 Ｒ２ 78.7 64.4 74.8 70.3 68.0 71.24 

２年 

Ｈ29 62.0 57.6 58.7 44.3 52.0 54.9 

Ｈ30 61.7 56.9 53.8 44.1 47.9 52.8 

Ｒ１ 74.2 64.4 56.5 53.4 60.4 61.8 

Ｒ２ 77.1 73.7 67.9 70.5 62.1 70.26 
県平均 Ｒ２ 76.7 67.6 67.0 70.8 57.8 67.98 

 

御協力ありがとうございました。御意見を生かし改善に取り組んでいきます。 

学校は，各種調査物などから課題の把握に努め，改善に生かしています。保護者からの学校評価についても，結果を分析し

改善に生かしています。家庭でも課題を把握・分析し，具体的な実践につなげていきましょう。なお，毎月開催されて

いるＰＴＡ役員会でも，学校評価について協議して改善に生かしています。 

これまでいただいた御意見に対する対応，回答は下記のとおりです。 

⑴ 学級ＰＴＡの開催曜日について→ 今年度は，コロナ禍でもありましたが，ＰＴＡ総会を土曜日に実施しました。

来年度は，年間を通して土曜授業の日にＰＴＡを計画しています。 

⑵ 部活動のガイドラインについて→ 平日１回，土日に１回は休養日を設置し，平日２時間，休日３時間程度の練習

を規定としている。５月に部活動合同育成会を開催し，趣旨について説明しました。朝練については，コロナ禍であ

るため実施していません。島外大会の参加については，育成会と顧問が協議し，校長が判断することとしています。 

⑶ 学年費の取り扱い及び残金の対応について→ 毎年，補助教材などの見直しを実施し，費用対効果を考え高額にな

らないように精選しています。バス代などの高騰により，バスを利用せずに工夫して行事を実施する計画を立ててい

ます。なお，学年費などの予算案や決算報告，残金の処理については，ＰＴＡで報告，了承を得ており，特に残金に

ついては，繰り越し，卒業前に残金があれば，返金することを原則としています。なお，途中転出する際は，返金を

行っています。小学校とはシステムが異なります。転入生からは，繰越金額を別途徴収しています。 

⑷ テスト期間中の学習時間の確保について→ 御意見をいただき，テスト期間中の設営や各種活動を計画せずに，学

習に取り組む環境づくりに取り組んでいます。テスト期間中は，先生方も退庁時まで，学習の支援などに積極的に関

わっています。分からないところを質問する時間を水曜日の放課後に設定しました。 

⑸ 生徒への声かけについて→ 心に届く声かけと称賛を心がけ，学期 1回実施する学校楽しぃーと（学級での生徒の

様子や実態を把握する調査）を参考に生徒と先生方の関係性を客観的に把握して対応するようにしています。不安に

思われる場合は，遠慮せずに連絡してください。 

⑹ 個人情報の管理について→ 各地域の名簿の受け渡しなどについては，来年度確実に手渡しできるようにしていき

ます。 

⑺ 学校評価の質問内容について→ 見ていないので評価しにくいという御意見がありましたが，項目については家庭

で気をつけて欲しい点です。御理解ください。質問項目や調査回数については，検討していきます。なお，男女別に

分析して差などがなかったため，性別欄を省いて実施しました。 

⑻ 準備室のカーテンについて→ 生徒が入室し易い雰囲気でオープンにするように周知しています。いつでも参観に

いらしてください。 

⑼ 校舎壁面の時計の修繕について→ 卒業記念品であり，撤去の承諾を得てありますが，新しく購入する予算措置が

ありません。撤去は急ぎたいと考えています。 

⑽ 宿題の量について→ 先生が出すのは宿題，自分自身で課題をもって取り組んでいくのが家庭学習です。宿題につ

いては，加重負担にならないようにしていますが，家庭では家庭学習に取り組む習慣を定着させていきましょう。 

⑾ フッ化物洗口について→ 保護者説明会を実施したが，次年度，新入生保護者や生徒に説明会を実施していきま

す。また，校内態勢を十分に整え，希望者に実施できるようにしていきます。 

⑿ 給食の量について→ 給食は栄養摂取を考慮し，全て配膳し，「いただきます」をした後で生徒が自主的に量の加

減をしています。生徒が自主的に判断して食べる量を決めています。 

⒀ 安心メールについて→ 学年が違い必要のないメールがあるということで，対象学年を標題に入れたり，重要の文

字を標題に入れたりしてメールを流すようにしています。次年度は，一度登録した内容を削除し，再度学年，学級，

部活動，ＰＴＡ専門部を入力しなおし，整理していきます。御協力をお願いします。 

⒁ 新型コロナウィルス対応によるオンライン授業について→ １学期にＰＴＡ役員と手立てについて検証しました。

現在，ズームを利用して配信することが可能な状態を準備しています。教室での授業が大切であると思いますので，

休校の場合は，再回した時に７時間授業を行うなど授業時数を確保していきたいと思います。さらに，来年度から一

人一台タブレットの配置があるため，休校の際，タブレットを利用したオンライン授業の検証も検討していきます。 


